
津波避難施設整備における
前提条件 ～その２～

第２回 津波避難施設の整備に関する検討委員会 資料２
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前提条件 ～その２～

仙台市



議事

○審議事項

１．人口想定のあり方
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１．人口想定のあり方

２．避難行動のあり方



（１）津波避難施設整備における前提条件に関する事項

○津波避難施設整備の対象エリアのあり方

○徒歩・自動車避難の考え方

津波避難施設整備における論点

第１回委員会
審議事項

○人口想定のあり方
人口想定の考え方
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（３）整備方針の住民説明、周知・啓発等に関する事項

（２）施設の要件・規模・配置等に関する事項

人口を検討する施設
○避難行動のあり方

避難行動の考え方
①避難方法の区分
②避難地帯※の区分

地帯別避難行動

第２回委員会
審議事項

※地帯＝ある特徴によって周囲と区別される、一定の範囲



「逃げる」ということ
「知る」

・津波の襲来を知る

・避難の必要を知る

○津波情報伝達システムの拡充

○エリアメールの普及

○テレビ・ラジオからの情報発信
「逃げる」

■論点について、津波避難の最大の対策である「逃げる」
ということの体系図に置き換えると次のとおりになる。

「行動する」

・海岸から離れる

・高い所へ登る

○避難施設の整備

①津波避難施設整備の対象エリアのあり方

②徒歩、自動車避難の考え方

③人口想定のあり方

④避難行動のあり方

○避難誘導標識の設置

「逃げる」
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第１回

第２回



前回のまとめ

検討の論点 検討項目 対応の方向性（案）

①津波避難施設整備
の対象エリアのあり方

（１）津波避難施設整備
の対象エリアの設定

（１）仙台東部道路より東側を
対象

（２）津波到達予想時間 （２）45分程度

②徒歩・自動車避難
の考え方

（３）避難可能時間 （３）原則15分

（４）避難方法 （４）メリット・デメリットをふまえ、

（「行動する」ことについて、今後の審議を進めるにあたり、
暫定の案としたもの）

※対象エリア外でも必要に応じて検討
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の考え方
（４）避難方法 （４）メリット・デメリットをふまえ、

徒歩及び自動車による避難を
想定

（５）避難可能距離 （５）徒歩：500~900m
自動車：2700~7200m

③人口想定のあり方

④避難行動のあり方



１．人口想定のあり方
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１．人口想定のあり方



検討の論点 検討項目 対応の方向性

１．人口想定のあり方 （１）人口想定の考え方

１.人口想定のあり方～検討内容～
1.人口想定のあり方
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（２）人口を検討する施設



（１）人口想定の考え方（対象エリアの将来像）

 七北田川以南は市街化調整区域※１のため、
市街化が抑制されている。

1.人口想定のあり方

※１ 無秩序な市街化を抑制するために定める区域。

このため、人口の推移としては、逓減する

 震災前、対象エリアは人口が減少する傾向
にあった。
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震災前の主要な施設（集落、公園等）や、
復興事業（防災集団移転等）後の人口を
参考にして想定が可能。

※ 第１回検討委員会での意見を反映

 このため、人口の推移としては、逓減する
見込みである。



（２）人口を検討する施設～その１～

○人口を想定する施設（主要５項目）

a.集落

人口を検討する東部地域の主要な施設

1.人口想定のあり方

○通常、人が滞在していると想定される場所であること
○東部地域に関する人口想定の根拠資料があり、人口の試算が可能であること

9

a.集落

b.公園（海岸公園）

c.ﾚｸﾚｰｼｮﾝ施設等（荒浜海水浴場、農業園芸センター）

d.道路（県道塩釜亘理線、避難道路）

e.農地（水田、畑、農道）

※現時点では、今後の運営等の見通しは未定であるが、
震災前と同様の状況にあるものとして記載した。



（２）人口を検討する施設～その２～

○時間変動を考慮する項目

a-1.集落

b-1.公園

c-1.

時間変動・季節変動を考慮する施設

1.人口想定のあり方

○公園、農地など昼夜の人口変動が
大きい場所がある

○集落における人口の最大値は夜間
が想定される
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c-1.ﾚｸﾚｰｼｮﾝ施設等

e-1.農地

○季節変動を考慮する項目

b-2.公園

c-2.ﾚｸﾚｰｼｮﾝ施設等

e-2.農地

○夏季の海水浴客や、秋季の農業
園芸センターのイベント時は特に多
くの来場者が見込まれる

○春季、冬季は人口の変動に大きな
影響を与えるイベント等が無い

季節変動として夏季・秋季を考慮

時間変動として昼間・夜間を考慮



県道　荒浜原町線

四ツ谷

県道　塩釜亘理線

庭球場

野球場農業園芸
ｾﾝﾀ-

堀切

市道　南蒲生浄化C１号線

蒲生港南
岡田

新浜

車 車

車

車 車

車
車

車 車

昼間人口図

人口が多いエリア

1.人口想定のあり方

c-1,c-2
秋の農業園芸センター※（秋の収穫祭）

e-1,e-2

  　　　　　　　　凡　例

かさあげ道路

避難道路

災害危険区域

種次

県道　井土長町線
冒険広場

デイキャンプ

海水浴場

井土

二木

三本塚

水田・畑

藤田

パークゴルフ場

サッカー場
笹屋敷
石場

昼間人口（秋）

昼間人口（夏）

昼間人口（季節変動なし）

～100人

1,000人～

100～1,000人

車

車

車

車

車

車

車

車

車

車

車

神屋敷
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c-1,c-2
夏の海水浴場※

e-1,e-2
秋の農地（収穫期）

※現時点では、今後の運営等の見通
しは未定であるが、震災前と同様の状
況にあるものとして記載した。



笹屋敷
県道　荒浜原町線

四ツ谷

県道　塩釜亘理線

堀切

市道　南蒲生浄化C１号線

蒲生港南
岡田

新浜

車 車

車

車 車

車
車

車 車

夜間人口図

人口が多いエリア

1.人口想定のあり方

a-1
昼間人口図と比較し、
夜間の集落人口が多い

種次

県道　井土長町線
井土

二木

三本塚

藤田

笹屋敷
石場

夜間人口

  　　　　　　　　凡　例

かさあげ道路

避難道路

災害危険区域

～100人

1,000人～

100～1,000人

車

車

車

車

車

車

車

車

車

車

車

神屋敷
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夜間の集落人口が多い



検討の論点 検討項目 対応の方向性（案）

１．人口想定の
あり方

（１）人口想定の
考え方

震災前と同規模の人口の想定を基本とし、

・震災前の主要な施設配置を基に人口を想定

・復興事業（防災集団移転等）後の人口を想定

（２）人口を検
討する施設

時間変動 季節変動

１.人口想定のあり方～検討内容（案）～

1.人口想定のあり方
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討する施設 a.集落 夜間人口最大 なし

b.公園 昼間を中心に考慮 夏・秋中心に考慮

c.ﾚｸﾚｰ

ｼｮﾝ施設
等※

昼間を中心に考慮 夏・秋中心に考慮

d.道路 交通量の多い時間帯を考慮

e.農地 昼間を中心に考慮 夏・秋中心に考慮

秋人口最大

※現時点では、今後の運営等の見通しは未定であるが、
震災前と同様の状況にあるものとして記載した。



２．避難行動のあり方
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２．避難行動のあり方



検討の論点 検討項目 対応の方向性

２．避難行動のあり方 （１）避難行動の考え方

①避難方法の区分

２．避難行動のあり方～検討内容～
２．避難行動のあり方
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②避難地帯※の区分

③避難行動の種別

※地帯＝ある特徴によって周囲と区別される、一定の範囲



（１）避難行動の考え方
２．避難行動のあり方

人口想定をふまえた
避難行動

→個々の避難行動

は多様であり、詳細

①避難方法
の区分

○どのような人が、どのような手段で
避難するかを明確にする。

○どの地帯の人が、どの場所を
目指して避難するかを明確にする。

○避難者の特性から主な避難方法を
選択する など。

例）
災害時要援護者→自動車

その他→徒歩
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把握は難しい。 ②避難地帯
の区分

目指して避難するかを明確にする。

○優先する避難路、避難施設を
選択する など。

例）
対象エリアを複数の地帯に分割し、
避難施設を配置

平常時の周知啓発において、避難行動をパターン化して誘導
する事により、緊急時の効率的な避難が可能。

①、②の２つの視点で避難行動を検討する。



①避難方法の区分

（a）原則徒歩による避難を想定する

２．避難行動のあり方

避難方法は次の２つを想定する。
（第１回委員会での暫定案）

避難方法
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（b）自動車避難が想定される避難者

を考慮する
※渋滞等により途中で自動車から降りる避難者も含む

避難方法
の区分



①避難方法の区分～避難方法別避難者～

避難に配慮が必
集落内の災害時要援護者
・高齢者、児童

２．避難行動のあり方

（a）

徒歩避難

が想定され

る避難者

歩いて近くの避難施
設・高台に避難できる
方 など

集落に居住する方 等
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（b）

自動車避難

が想定され

る避難者

長距離移動が
必要な方

避難に配慮が必
要な方

農地内にいる農業従事者 等

・高齢者、児童
・障害者 等

道路上にいる自動車避難者 等

ﾚｸﾚｰｼｮﾝ施設、公園利用者 等
啓発が困難な方
など

もともと自動車
に乗っていた方



②避難地帯の区分～現状～

避難する距離を最小限とし、短時間で避難を可能とする
ためには、避難動線が錯綜しないことが必要。

【イメージ図 避難施設整備前】

２．避難行動のあり方

仙 県
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海

仙

台

東

部

道
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道

塩

釜

亘

理

線



②避難地帯の区分～対策～

避難動線を明確にし、必要以上の混雑や渋滞を回避する。

【イメージ図 避難施設整備後】

２．避難行動のあり方

ソフト対策（避難誘導サイン設置等）
ハード対策（避難施設整備等）

・対象エリアを複数の地帯に分割

・地帯ごとに避難路・避難施設を設定
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海

仙

台

東

部

道

路

避難

施設

避難

施設

県

道

塩

釜

亘

理

線



県道　荒浜原町線

四ツ谷

農業園芸
ｾﾝﾀ-※

堀切

市道　南蒲生浄化C１号
線

南蒲生港南

岡田

新浜

県道　塩釜亘理線

海岸公園

②避難地帯（全体図）
２．避難行動のあり方

a.避難道路周辺地帯
※避難道路に面した集落、農地も含む

b.集落・農地地帯

道路分布と海岸公園等
の配置により３つの地帯
に分割

種次

県道　井土長町線

海水浴場※

井土

二木

三本塚

藤田

笹屋敷
石場

海岸公園

海岸公園

海岸公園

  　　　　　　　　凡　例

避難道路周辺地帯

集落・農地地帯

海岸公園地帯

災害危険区域

集落等

神屋敷
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b.集落・農地地帯

c.海岸公園地帯

３つに分割することで避難
行動がパターン化でき、効
果的な避難が可能

※現時点では、今後の運営等の見通しは
未定であるが、震災前と同様の状況にある
ものとして記載した。



③避難行動の種別～その１～
２．避難行動のあり方

集落：①近くの避難施設に徒歩で避難

a.避難道路周辺地帯
特徴：人口が常時一定数見込まれる（夜間の集落、秋・昼間の農地で人口増）

自動車避難者は主要避難道路を利用して避難

①、②を基に、避難地帯ごとに、どんな方法で、どこを通って、
どこに避難するかを想定する。
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集落：①近くの避難施設に徒歩で避難

②避難道路を使って東部道路以西

に自動車で避難

道路：避難道路を使って東部道路以西に

自動車で避難

農地：①避難道路を使って東部道路以西

に自動車で避難

②近接する集落の避難施設

に徒歩で避難
主要避難道路

県
道

塩
釜

亘
理

線

農地集落

避難施設

海

【イメージ】



２．避難行動のあり方

避難道路のイメージ
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津波避難のための施設整備指針（H24.3 宮城県）を参考に作成



③避難行動の種別～その２～
２．避難行動のあり方

主要避難道路

避難施設

b.集落・農地地帯
特徴：人口が常時一定数見込まれる（夜間の集落、秋・昼間の農地で人口増）

自動車避難者は一般市道を利用して避難

【イメージ】

農地：①一般市道を使って東部道路以西

に自動車で避難

②近接する集落の避難施設に徒歩で避難
24

集落：①近くの避難施設に徒歩で避難

②一般市道を使って東部道路以西

に自動車で避難

農地

集落

県
道

塩
釜

亘
理

線

一般市道

海



③避難行動の種別～その３～
２．避難行動のあり方

c.海岸公園地帯
特徴：人口は夏、秋の昼間に多く存在

東部道路から遠いため、公園内の高台へ避難するのが望ましい

主要避難道路

高台【イメージ】
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海県
道

塩
釜

亘
理

線

海岸公園

海岸公園、海水浴場※：公園内の高台へ徒歩で避難

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

海水浴場

高台

県道以東の農地：公園内の高台へ徒歩・自動車で避難

農地

※現時点では、今後の運営等の見通しは未定であるが、
震災前と同様の状況にあるものとして記載した。



③避難行動の種別（全体図）
２．避難行動のあり方

a.避難道路周辺地帯

・徒歩避難者は集落内の避難施設へ避難

・自動車避難者は主要避難道路を利用して

東部道路以西へ避難

b.集落・農地地帯

結論

笹屋敷
県道　荒浜原町線

四ツ谷

農業園芸
ｾﾝﾀ-※

堀切

市道　南蒲生浄化C１号線

南蒲生港南

岡田

新浜

海岸公園
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b.集落・農地地帯

・徒歩避難者は集落内の避難施設へ避難

・自動車避難者は一般市道を利用して

東部道路以西へ避難

c.海岸公園地帯

・避難者は公園内の高台へ避難

※現時点では、今後の運営等の見通しは
未定であるが、震災前と同様の状況にある
ものとして記載した。

種次

県道　井土長町線

海水浴場※

井土

二木

三本塚

藤田

笹屋敷
石場

  　　　　　　　　凡　例

避難道路周辺地帯

集落・農地地帯

海岸公園地帯

災害危険区域

集落等海岸公園

海岸公園

海岸公園
神屋敷



検討の論点 検討項目 対応の方向性（案）

２．避難行動
のあり方

（１）避難行動の考え方 ・避難方法の区分

避難者の特性から主な避難方法を選択

・避難地帯の区分

優先する避難路、避難施設を選択

①避難方法の区分 原則徒歩、自動車避難が想定される避難者を考慮

②避難地帯の区分 避難行動の違いにより３つの地帯に分割

③ 主な避難行動 主な避難先

２．避難行動のあり方～まとめ（案）～
２．避難行動のあり方

27

③

避難行動
の種別

主な避難行動 主な避難先

a.避難

道路周
辺地帯

集落：徒歩＞自動車

農地：自動車＞徒歩

道路：自動車

集落：避難施設＞東部道路以西

農地：東部道路以西＞避難施設

道路：東部道路以西

b.集落・

農地地
帯

集落：徒歩＞自動車

農地：自動車＞徒歩

集落：避難施設＞東部道路以西

農地：東部道路以西＞避難施設

c.海岸

公園地
帯

海岸公園：徒歩

海水浴場※：徒歩

農地：徒歩、自動車

海岸公園：海岸公園高台

海水浴場：海岸公園高台

農地：海岸公園高台

※現時点では、今後の
運営等の見通しは未定
であるが、震災前と同
様の状況にあるものと
して記載した。



○次回審議事項（予定）
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○次回審議事項（予定）



避難施設のイメージ

津波避難ビルの例（キリンビール仙台工場） 津波避難タワーの例（和歌山県田辺市）

○次回審議事項（予定）
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津波避難ビルの例（キリンビール仙台工場） 津波避難タワーの例（和歌山県田辺市）

公園盛り土の例（仙台市冒険広場） 津波避難階段の例（仙台東部道路）
※今次津波に対して避難施設として機能



避難ビル 避難タワー 公園盛土など

整備に要する費用

整備に要する時間

整備に要する面積

維持管理

避難施設の比較（案）
○次回審議事項（予定）
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維持管理

避難施設の

滞在時間

平常時の利用方法

都市景観

求められる設備 など



（１）津波避難施設整備における前提条件に関する事項

○津波避難施設整備の対象エリアのあり方

○徒歩・自動車避難の考え方

○人口想定のあり方

○避難行動のあり方

津波避難施設整備における論点
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（３）整備方針の住民説明、周知・啓発等に関する事項

（２）施設の要件・規模・配置等に関する事項

第３回委員会審
議事項（予定）


